
学校番号 ２０９ 

平成 31 年度 地理歴史科 

 

教科 地理歴史 科目 日本史Ｂ 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 詳説日本史（山川出版社） 

副教材等 新詳日本史図録 第７版（山川出版社）  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・歴史という時間軸を、政治史の流れを中心に経済・社会・外交・文化など歴史を構成する要素を

総合した幅広い見方で大きく把握する 

・世界史の中の日本という観点からの歴史理解につとめる。 

・歴史的事象に「なぜ」という視点を持つ。 

 

２ 学習の到達目標 

・我が国の歴史の展開を、諸資料にもとづき地理的条件や世界の歴史と関連づけて総合的に考察す

る。 

・各時代の特色とその変遷を総合的考察を通じて、我が国の文化と伝統の特色についての認識を深

める。 

・歴史的思考力をつちかい、国際社会に主体的に生きる日本国民としての自学と資質を養う。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:資料活用の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

近世・近代の日本の歴

史に対する関心と課題

意識を高め、意欲的に

追求する。その際現代

の日本の諸課題も意識

する。 

近世・近代の日本の歴

史について、世界の中

の日本という視点を持

ち現代の日本にどのよ

うにつながっているの

か考察する。 

近世・近代の日本の歴

史に関する史資料（教

科書や副読本に記載

されているもの）をき

ちんと読み取れる。 

近世・近代の日本の歴

史について、政治・経

済・外交・文化などの

分野を総合的に理解

し、その知識を身につ

けている。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

プリントの記述 

定期考査 

 

学習状況の観察 

プリントの記述 

定期考査（主に記述問

題） 

 

学習状況の観察 

プリントの記述 

史資料の読み取り 

定期考査（史資料の読

み取り） 

学習状況の観察 

プリントの記述 

定期考査の結果 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学
期 

単元
名 

学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

幕
藩
体
制
の
確
立
・幕
藩
体
制
の
展
開
・幕
藩
体
制
の
動
揺 

織豊政権・桃山文化 ○  ○  a:織田信長や豊臣秀吉の統一事業に関心

を持ち、豊臣政権の政策がもたらした

社会的変革に関する課題を意欲的に追

求しようとしている。井原西鶴や近松

門左衛門の文学作品に関心を持ち、元

禄文化の展開について意欲的に課題を

追求しようとしている。 

b:大名統制の特色である参勤交代の意義

について考察し、幕藩体制の特色につ

いて自らの言葉で表現できる。鎖国政

策が行われた背景を考察し、自らの言

葉で表現できる。 

c:桃山文化の特徴を写真や図版を活用

し、情報を適切に読み取れる。近世社

会の身分制度の特色について身分別人

口の構成比や城下町の図などからわか

る情報を正確に読み取れる。  

d:江戸時代の貨幣制度や金融制度に関す

る基本的な知識を身につけている。享

保の改革・田沼政治・寛政の改革の特

色を理解し、基本的な知識を身につけ

ている。 

学習状況 

プリント提出 

定期考査 
幕藩体制の成立  ○   

幕藩体制の構造   ○  

幕政の安定  ○   

経済の発展    ○ 

元禄文化 ○    

幕政の改革    ○ 

宝暦・天明期の文化   ○  

２
学
期 

幕
藩
体
制
の
動
揺
・近
代
国
家
の
成
立 

幕府の衰退と近代化へ

の道 

   ○ a:『解体新書』の翻訳事業に関心を持ち、

蘭学や国学など新たな学問と思想につ

いて意欲的に課題を追求しようとして

いる。西洋的な生活文化の普及に関心

を持ち、国民的性格を持つ近代文化の

発達について意欲的に課題を追求しよ

うとしている。 

b:日清戦争や日露戦争がおこった背景を

考察し自らの言葉で表現できる。 

c:貿易の開始とその影響について、開港

後の物価の急騰や輸出入の推移をめぐ

るグラフから情報を適切に読み取れ

る。資本主義的な生産の発展を示すも

のとして、綿糸紡績業の発達をグラフ

から読み取れる。 

d:19 世紀における幕藩体制の内外の危

機について理解し、幕府や諸藩で行わ

れた改革に関する基本的な知識を身に

つけている。維新の三大改革としての

教育・徴兵・地租改正の目的について

理解し、それぞれの政策に関する基本

的な知識を身につけている。（これ以

降については学校設定科目「日本史演

習」で扱う） 

学習状況 

プリント提出 

定期考査 

 
化政文化 ○    

開国と幕末の動乱   ○  

明治維新と富国強兵    ○ 

立憲国家の成立と日清

戦争 

 ○   

日露戦争と国際関係  ○   

近代産業の発展   ○  

近代文化の発達 ○    



３
学
期 

主
題
学
習 

課題の設定 ○    a:現代の諸課題を近現代史を中心とする

歴史と結びつけ歴史的観点に基づいて

意欲的に追求しようとしている。 

b:現代の諸課題を近現代史を中心とする

歴史と結びつけ歴史的観点から考察し

適切に表現している。 

c:現代の諸課題を近現代史を中心とする

歴史と結びつけ歴史的観点に基づく必

要な情報を収集し図表にまとめてい

る。 

d:現代の諸課題に関する知識を身につけ

ている。 

学習状況 

プリント提出 

レポート提

出 
調査方法    ○ 

資料収集   ○  

成果報告  ○   

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:資料活用の技能    d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画  原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、

学習内容（小単元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）

について○を付けている。 


